
雲南市役所新庁舎
Unnan City Hall

Unnan City Hall was designed under the motto derived from the local myth of ‘Yamata no Orochi’, region’s heritage of iron 
making and blessing of surrounding forest and Hiikawa river. The building sets an example of Unnan city style architecture 
with the three design principles, reduction of heat load by steel lovers, ‘passive’ use of natural energy by natural ventilation, 
Night Purge ventilation etc. and ‘active’ use of renewable energy including wood chip, groundwater, etc.

雲南市役所新庁舎は、「水を囲み、剣を纏う」をデザインコンセプトに、豊かな森と斐伊川の恵み、ヤマタノオロチ伝説
やたたら製鉄といった地域の歴史・風土を活かし、鋼製剣ルーバーなどによる熱負荷の低減、センターボイドを利用した
自然通風・ナイトパージなど自然エネルギーのパッシブ利用、木質チップ・地下水など地産地消の再生可能エネルギー利
用の３つを柱とした雲南市型環境建築を実現している。
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77%削減
Nearly ZEB

年間熱負荷の内、木質チップと地下水で53.4%を賄い、年間一次エネルギー消費量の内、太陽光発電を加えた3つの
再生可能エネルギーで26.6%を賄っている。一次エネルギー消費原単位は414 MJ/㎡･年、コンセント分を除くと274 
MJ/㎡･年で、平成28年省エネルギー基準に比べて77%削減で、Nearly ZEBを達成している。

建築概要
所 在 地 島根県雲南市木次町里方521-1
建 築 主 雲南市
主 用 途 庁舎
竣 工 2015年8月
敷地面積 6,864.49㎡
延床面積 7,628.42㎡
構 造 鉄骨造（CFT･制震構造）
階 数 地上5階

株式会社 日本設計
株式会社 中林建築設計事務所
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VAV:変風量装置
SA：給気，RA：還気
OA：外気，EA：排気
HS, HR：温水（往、還）
CS, CR：地下水（往、還）

雲南の豊かな森と斐伊川の恵みを活かした熱源･空調システム
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余剰電力の外部供給
（休日）

空調動力
照明・コンセント等

便所洗浄水等の雑用水

暖房時の外気予熱

冷 房

冷房時のデシカント再生

暖 房

再生可能エネルギー等利用システム

放射冷暖房パネル
による居住域空調

床暖房による
居住域空調

ウォータールーバーによる
日射制御と水のゆらぎ

床吹出空調エネルギーの
見える化

鋼製剣ルーバー・水平
庇による日射遮蔽

自然換気ダンパー
・窓の開放

ナイトパージ

木質バイオマス利用

雨水・空調ドレン
・井水利用

地下水熱の
直接利用

太陽光発電 40kW

高効率LED照明

照明の昼光利用制御

デシカント空調 CO2濃度による
最適外気導入量制御

高顕熱・高効率形
パッケージ空調機

排気ファンの人感セン
サーによる発停制御

照明の明るさ・人感
センサーによる点滅制御

超節水形便器

水盤による屋根
負荷の低減

LED

自然換気窓
による熱排気

雲南市型環境建築の全体像

 鋼製剣ルーバー、ウォータールーバーによる日射制御など 熱負荷の低減
 自然採光、自然通風・ナイトパージなど 自然エネルギーのパッシブ利用
 木質バイオマス、地下水、太陽光発電など 自然エネルギーのアクティブ利用

断面図西面平面図 東面平面図
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バルコニー バルコニー

鋼製剣
ルーバー

水平庇
（バルコニー）

西面ファサード 東面ファサード

日射遮蔽と眺望を両立した鋼製剣ルーバー
庁舎の東西面には、ヤマタノオロチ伝説・たたら製鉄の歴史をモチーフにした地域性のある鉄素
材を剣に見立てた耐用年数50年の溶融亜鉛めっきリン酸亜鉛処理パネルによる鋼製剣ルーバーを
採用している。大型垂直ルーバーに45°の角度を付け、水平庇と組合せることで、日射遮蔽と眺
望を兼ね備えた効果的な日除けを実現している。

流水前の熱画像

流水後の熱画像ウォータールーバー（内部）ウォータールーバー（外部）

水流による環境装置のウォータールーバー

センターボイドを利用した自然通風・ナイトパージシステム

自然換気口（南面）

自然換気ダンパー

吹抜上部の熱だ
まり空間の確保

自然換気窓
による熱排気

煙突効果
の利用

窓の開放

自然換気
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（夏期 1:00～5:00）

鋼製剣ルーバー・水
平庇による日射遮蔽

ナイトパージ（夏期深夜の冷気を利用した予冷）

自然換気口（東西面）

自然換気窓

放射冷暖房パネル天井・床の納まり

建築と一体となった美しい納まりを実現した放射冷暖房パネル

センターボイド周りの共用部とペリメータには、放射効果と蓄熱効果で快適性と省エネ性を両立
する放射冷暖房パネル82台を大規模設置し、地産地消の木質チップと地下水利用の見える化を実
現している。設計時のディテール調整と現場での施工検討により、建築工事・設備工事一体とな
り放射冷暖房パネル周りの美しい納まりを実現している。

熱源・空調システムは、雲南の豊かな森と斐伊川の恵みを活かして、地産地消の木質チップでつくった温水と、地下水を熱交換した
中温冷水を、デシカント空調と放射空調に利用している。地下水の熱とデシカント空調を併用することで、冷房時でも木質チップで
つくった温水をそのまま効率良く利用できることが大きな特徴となっている。年平均システムCOPは、木質バイオマス利用システム
が14.57、地下水熱直接利用システムが10.74と非常に高い効率で運用しており、2,3階執務室のエアコンの年間運転時間も約500時
間と低く抑えられている。

木質チップと地下水の熱をデシカント空調と放射空調に利用する熱源･空調システム

自然通風・ナイトパージシステム

地産地消の木質チップとサイロ室

ウォータールーバー

放射冷暖房パネル･センターボイド越しに執務室を望む

センターボイド 建物外観（東面）と鋼製剣ルーバー

軽トラック：空で出発

軽トラック
で土場へ

軽トラックで帰宅

原材料の対価 ＠3,000円/ｔ

チップボイラーへ
燃料チップ供給

公共施設等

熱供給
ＣＯ2削減

＋地域通貨 ＠3,000円/ｔ

地域通貨を公共
施設や市内の
商店等で利用

集積地へ運搬・乾燥 チップ化工場

合同会社
グリーンパワーうんなん

供 給チップ加工集 積収集・運搬

対価・地域通貨

市民参加型収集運搬による木質バイオマスエネルギー事業

センターボイドは光庭に面した南面の大きなガラス窓によって非常に明るい空間となっている。
その斜めのガラス窓に雨水と空調ドレンを原水とする雑用水を上部から掛け流すウォータールー
バーを設けている。ガラス表面温度を下げて熱負荷を軽減し、太陽光を水のゆらぎでやさしい光
に変えて導くとともに、水流が視覚や聴覚にも働きかけ清涼感も醸す環境装置となっている。

1〜3階はセンターボイドの煙突効果を利用した温度差換気、4,5 階は川に沿って吹く安定した風
を利用した風力換気による自然通風・ナイトパージシステムを構築し、中間期に空調しなくても
快適な室内環境を実現している。1～4階の執務室に各フロア3ヶ所ずつ雨や風で窓を開けられな
い時でも機能する自然換気ダンパーとセンターボイド上部2ヶ所に自然換気窓を設置している。

雲南市では、たたら製鉄に代わる新たな里山活用の
地域力向上推進のため「たたらの里山再生プロジェ
クト」に取り組んでいる。その中核となるのが、森
林バイオマスエネルギー利用の推進である。市民が
森林から丸太等を積み込み、集積地まで運搬し、そ
の対価として現金と地域通貨券をもらい、森林組合
と地元企業でつくった合同会社が木材をチップ化し、
公共施設で燃料として活用している。
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圧倒的な省エネルギー実績により、光熱水費は約1,100円/㎡･年と一般的な庁舎の1/3程度である。

従来の設計基準に捕らわれない運用実態に即したZEB化設計手法の導入により、過大になりがちな設備容量の
最適化・コンパクト化を行い、標準的な同規模の庁舎の予算でZEBを実現している。

雲南市の市民参加型収集運搬による木質バイオマスエネルギー事業から生み出される地産地消の木質チップの活
用は、里山再生という地域環境の一翼を担っている。

ガラス表面温度を下げて熱負荷を軽減し、太陽光を水のゆらぎでやさしい光に変えて導くとともに、水流が視覚や聴
覚にも働きかけ清涼感も醸す環境装置であるウォータールーバーは新しい機能性とデザイン性を兼ね備えている。
一次エネルギー消費原単位は414 MJ/㎡･年、コンセント分を除くと274 MJ/㎡･年であり、平成28年省エネルギー
基準と比べると、77％削減のNearly ZEBを達成している。
雲南市の里山再生から生まれる林地残材等の地域の資源を有効活用するとともに、超節水形便器による節水と
雨水・空調ドレンの雑用水利用により水資源を抑制している。

カラーイメージによって各階の壁やサインの色を変えるデザインと放射空調による健康で快適な室内環境はユニバー
サル性が高い。
我が国の中山間地域で課題になっている里山再生のひとつの解決方法として、地産地消の木質チップを活かした雲
南市役所新庁舎のZEBは先導性が高い。

鋼製剣ルーバーと外壁に用いている2色の溶融亜鉛めっきリン酸亜鉛処理パネルは鉄の素材感を生かし、縦基調の
ファサードデザインは審美感に配慮している。
地産地消の木質チップと地下水の熱を利用した熱源・空調システム、建築と一体化したデザインの放射冷暖房パネ
ルは、周辺環境・建築計画と一体化し融合している。
内部吹抜けと外部吹抜けを組み合わせた吹抜け空間と、その間に設けた南面の窓からのウォータールーバーを介し
て光と取り入れるデザインは独創性が高い。
出雲神話のヤマタノオロチ伝説やたたら製鉄といった地域の歴史・風土を活かした雲南市ならではの市庁舎を目指し
て、「水を囲み、剣を纏う」をデザインコンセプトに、象徴的な鋼製剣ルーバーを纏った外観デザインとしている。
放射冷暖房パネルの支持、配管などの美しい納まりは、建築と一体化した環境・設備デザインとして完成度が高
い。
センターボイドを介したフレキシビリティが高くひとまとまりのオープンフロアの窓口・執務空間は、効率的な行政事務が
できる市庁舎となっている。

☆

駆動部分が無くメンテナンスフリーである放射冷暖房パネル・床暖房、地下水熱直接利用システムの熱交換器の目
詰まり対策は、維持管理の容易性に寄与している。
耐用年数50年の溶融亜鉛めっきリン酸亜鉛処理パネルによる鋼製剣ルーバー、駆動部分が無い放射冷暖房パネ
ル・床暖房は、耐久性に優れている。19耐久性

20ＬＣＣ 標準的な庁舎の建設予算でZEBを実現し、大幅に光熱水費を削減できているため、非常にLCCに優れている。

17ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ

再生可能エネルギーである木質チップと地下水の熱を活かした熱源・空調システムの年平均システムCOPは、木質
バイオマス利用システムが14.57、地下水熱直接利用システムが10.74と非常に高い効率で運用している。
センターボイドを介した見通しの良い窓口・執務室空間、雲南市の特徴ある樹木のカラーイメージによって各階の壁
やサインの色を変えて、各階へわかりやすく案内する移動空間は、わかりやすく使いやすい市庁舎となっている。
雲南市の防災拠点として市民の安全性を確保するとともに、放射冷暖房パネルや床暖房の表面温度は安全で快
適な温度に制御しており、放射環境の改善により健康にも配慮している。

Ｂ.機能軸（技術）
Technology

Ｃ.社会軸（環境）
Environment

Ｄ.経済軸（LCC）
Life Cycle Cost

☆
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☆
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デシカント外調機

放射冷暖房パネル

地下水熱交換器 木質チップボイラーとサイロ室
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						明確にしていくことを目的としています。記載されたデザイン意図は審査する上で考慮されます。 メイカクキサイイトシンサウエコウリョ

				【手順】 テジュン		①特に重視したデザインの視点に☆印を記入してください。 トクジュウシシテンインキニュウ

						②評価項目毎に設計者のデザイン意図を記入し、全ての項目について評価してください。 ヒョウカコウモクゴトセッケイシャイトキニュウスベコウモクヒョウカ

						③評価項目毎に自己評価欄に"○"を記してください。本表では、仮の評価が記載してありますが無視してください。 ヒョウカコウモクゴトジコヒョウカランキホンヒョウカリヒョウカキサイムシ

				評価項目				特に重視したデザインの視点 トクジュウシシテン		評価項目に対する設計者のデザイン意図				自己評価欄 ジコラン												□作図表

										（従前のデザインに比較し、優れている部分、卓越している部分） ジュウゼンヒカクスグブブンタクエツブブン				普通		優れている		卓越している		小計						□評価項目		Ａ.感性軸（造形）
Form		Ｂ.機能軸（技術）
Technology		Ｃ.社会軸（環境）
Environment		Ｄ.経済軸（LCC）
Life Cycle Cost

														０		＋１		＋２

				Ａ.感性軸（造形）
Form ジクゾウケイ		01審美感		☆		鋼製剣ルーバーと外壁に用いている2色の溶融亜鉛めっきリン酸亜鉛処理パネルは鉄の素材感を生かし、縦基調のファサードデザインは審美感に配慮している。 ガイヘキモチショクテツソザイカンイタテキチョウシンビカンハイリョ								○		2						01審美感		2.0						2.0		0

																										02調和性		2.0								0

						02調和性		☆		地産地消の木質チップと地下水の熱を利用した熱源・空調システム、建築と一体化したデザインの放射冷暖房パネルは、周辺環境・建築計画と一体化し融合している。 チサンチショウモクシツチカスイネツリヨウネツゲンクウチョウケンチクイッタイカホウシャレイダンボウ								○		2						03独創性		2.0								0

																										04象徴性		2.0								0

						03独創性		☆		内部吹抜けと外部吹抜けを組み合わせた吹抜け空間と、その間に設けた南面の窓からのウォータールーバーを介して光と取り入れるデザインは独創性が高い。 ナイブフキヌガイブフキヌクアフキヌクウカンアイダモウミナミメンマドカイヒカリトイセイタカ								○		2						05完成度		2.0								0

																										06機能性		1.0		1.0						0

						04象徴性		☆		出雲神話のヤマタノオロチ伝説やたたら製鉄といった地域の歴史・風土を活かした雲南市ならではの市庁舎を目指して、「水を囲み、剣を纏う」をデザインコンセプトに、象徴的な鋼製剣ルーバーを纏った外観デザインとしている。 イズモシメザショウチョウテキコウセイツルギマトガイカン								○		2						07効率性				2.0						0

																										08利便性 リベンセイ				2.0						0

						05完成度		☆		放射冷暖房パネルの支持、配管などの美しい納まりは、建築と一体化した環境・設備デザインとして完成度が高い。 ホウシャレイダンボウシジハイカンウツクオサカンキョウセツビカンセイドタカ								○		2						09安全性				2.0						0

																										10先導性				2.0						0

				Ｂ.機能軸（技術）
Technology ギジュツ		06機能性				センターボイドを介したフレキシビリティが高くひとまとまりのオープンフロアの窓口・執務空間は、効率的な行政事務ができる市庁舎となっている。 カイタカマドグチシツムクウカンコウリツテキギョウセイジムシチョウシャ						○				1						11環境負荷 カンキョウフカ				2.0		2.0				0

																										12資源消費						2.0				0

						07効率性		☆		再生可能エネルギーである木質チップと地下水の熱を活かした熱源・空調システムの年平均システムCOPは、木質バイオマス利用システムが14.57、地下水熱直接利用システムが10.74と非常に高い効率で運用している。 サイセイカノウネツイネツゲンクウチョウモクシツリヨウチカスイネツチョクセツリヨウヒジョウタカコウリツウンヨウ								○		2						13地域環境性						2.0				0

																										14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性						1.0				0

						08利便性		☆		センターボイドを介した見通しの良い窓口・執務室空間、雲南市の特徴ある樹木のカラーイメージによって各階の壁やサインの色を変えて、各階へわかりやすく案内する移動空間は、わかりやすく使いやすい市庁舎となっている。 カイミトオヨマドグチシツムシツクウカンツカシチョウシャ								○		2						15先進性						2.0				0

																										16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ						2.0		2.0		0

						09安全性		☆		雲南市の防災拠点として市民の安全性を確保するとともに、放射冷暖房パネルや床暖房の表面温度は安全で快適な温度に制御しており、放射環境の改善により健康にも配慮している。 ウンナンシボウサイキョテンシミンアンゼンセイカクホホウシャレイダンボウユカダンボウヒョウメンオンドアンゼンカイテキオンドセイギョホウシャカンキョウカイゼンケンコウハイリョ								○		2						17ｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ								2.0		0

																										18維持管理								2.0		0

						10先導性		☆		ガラス表面温度を下げて熱負荷を軽減し、太陽光を水のゆらぎでやさしい光に変えて導くとともに、水流が視覚や聴覚にも働きかけ清涼感も醸す環境装置であるウォータールーバーは新しい機能性とデザイン性を兼ね備えている。 アタラキノウセイセイカソナ								○		2						19耐久性								2.0		0

																										20ＬＣＣ								2.0		0

				Ｃ.社会軸（環境）
Environment カンキョウ		11環境負荷 カンキョウフカ		☆		一次エネルギー消費原単位は414 MJ/㎡･年、コンセント分を除くと274 MJ/㎡･年であり、平成28年省エネルギー基準と比べると、77％削減のNearly ZEBを達成している。								○		2

						12資源消費		☆		雲南市の里山再生から生まれる林地残材等の地域の資源を有効活用するとともに、超節水形便器による節水と雨水・空調ドレンの雑用水利用により水資源を抑制している。 ウンナンシサトヤマサイセイウリンチザンザイナドチイキシゲンユウコウカツヨウセッスイミズシゲンヨクセイ								○		2

						13地域環境性		☆		雲南市の市民参加型収集運搬による木質バイオマスエネルギー事業から生み出される地産地消の木質チップの活用は、里山再生という地域環境の一翼を担っている。 ウンナンシウダチサンチショウモクシツカツヨウサトヤマサイセイチイキカンキョウイチヨクニナ								○		2

						14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性				カラーイメージによって各階の壁やサインの色を変えるデザインと放射空調による健康で快適な室内環境はユニバーサル性が高い。 ホウシャクウチョウケンコウカイテキシツナイカンキョウセイタカ						○				1

						15先進性		☆		我が国の中山間地域で課題になっている里山再生のひとつの解決方法として、地産地消の木質チップを活かした雲南市役所新庁舎のZEBは先導性が高い。 カダイカイケツホウホウチサンチショウモクシツイヤクショシンチョウシャセンドウセイタカ								○		2

				Ｄ.経済軸（LCC）
Life Cycle Cost		16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ		☆		従来の設計基準に捕らわれない運用実態に即したZEB化設計手法の導入により、過大になりがちな設備容量の最適化・コンパクト化を行い、標準的な同規模の庁舎の予算でZEBを実現している。 ドウニュウオコナヒョウジュンテキドウキボチョウシャヨサンジツゲン								○		2

						17ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ		☆		圧倒的な省エネルギー実績により、光熱水費は約1,100円/㎡･年と一般的な庁舎の1/3程度である。 アットウテキショウジッセキコウネツスイヒヤクエンネンイッパンテキチョウシャテイド								○		2

						18維持管理		☆		駆動部分が無くメンテナンスフリーである放射冷暖房パネル・床暖房、地下水熱直接利用システムの熱交換器の目詰まり対策は、維持管理の容易性に寄与している。								○		2

						19耐久性		☆		耐用年数50年の溶融亜鉛めっきリン酸亜鉛処理パネルによる鋼製剣ルーバー、駆動部分が無い放射冷暖房パネル・床暖房は、耐久性に優れている。 タイキュウセイスグ								○		2

						20ＬＣＣ		☆		標準的な庁舎の建設予算でZEBを実現し、大幅に光熱水費を削減できているため、非常にLCCに優れている。 ヒョウジュンテキチョウシャケンセツヨサンジツゲンオオハバコウネツスイヒサクゲンヒジョウスグ								○		2

				■評価項目の解説
01審美感【色や形･素材などが美しいと感じられること。】          
02調和性【周辺環境・建築計画と一体化し融合していること。】          
03独創性【デザインに独創性があること。】    
04象徴性【設計者のデザイン意図が象徴的に表現されていること。】        
05完成度【美しさや調和の面からデザインの完成度が高いこと。】            
06機能性【求められる機能が充足されていること。】
07効率性【効率性が高いこと。】   
08利便性【使いや
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